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今年度最後の OJT研修兼メンターチーム会 
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学校保健（谷崎先生） 

講話依頼内容 

 ① 応急処置で最初にすべきこと 

 ② 学校をかわるときに、一番最初に確認しておくと良いこと 

 ③ 養護の先生とのコミュニケーションの取り方 

 ④ 生徒が保健室に行きたいと言ったときに、どこまで頑張らせると良いか 

  「組織力向上」に係るアンケートより③ 
 今回は、「組織力向上」に係る校内OJTについてのアンケート結果をお伝えします。 

 
 
 

 

OJT研修兼メンターチーム会での取組は、自身の教員としての資質向上につながった。  1-① 100% 

先輩教員からの講話で取り入れてほしい内容 ＊以下、2月のアンケートより抜粋 
  

２ 

1-② それはどんな取組が良かったからか。 ＊以下、2月のアンケートより抜粋 

・先輩の話が大変参考になった。/先輩方の実体験を直接聞くことができてとても参考になった。 

・他教科の参観を各々が自分の教科の見方で参観し、意見交換できたのが深い学びにつながった。 

・「自主的な取組」で様々な先生の取組に気付けた。 

・視点を合わせて取り組むことができた。（授業参観や「自主的な取組」） 

・学級経営（学級経営に関することは研修前半であった方が良い。） 

・業務改善について 

・様々な校務分掌の先生方から話が聞けて良かった。 

・実際の事例や体験を聞かせていただきありがたかったので、多く取り入れていただきたい。 

今年度行った「自主的な取組」で次年度も継続すると良い取組は何ですか。 ＊以下、2月のアンケートより抜粋 
  

３ 

・授業の導入の工夫など、テーマを決めて取り組むこと。 

・他教科の参観。板書やプリント、発問など視点を決めて参観してみるといいのかなと思った。 

・「学校行事を通した生徒の育成」。生徒への関わり方や声かけの仕方を見直すことができた。 

・発問が上手な先生の授業を見に行くこと。 

・朝学活、終学活ではどんな話や声かけをしているか知りたい。 

・次年度も、先輩教員の指導法を見て良い所、参考にしたい所を共有し合えると良いと思います。 

先日、今年度最後のOJT 研修兼メンターチーム会がありました。今回は、学校保健をテーマ

に、谷崎先生にご講話いただきました。 

ご講話の中から、③と④に関してみなさんと共有したいことがあります。 （＜ ＞内、松本） 

③に関して 
本校は、先生方が生徒の様子を見に保健室に来てくれたり、聞きに来てくれたりしてあ

りがたい。日頃からコミュニケーションが取れていることで、困っている時にどう対応す
れば良いか相談しやすい。 ＜職員間の日頃のコミュニケーション・情報共有の大切さ＞ 

 
④に関して 

その生徒が訴えに来る頻度や表情を踏まえて、その生徒とのやり取りの中で判断しているが、担任の先生やその他の先生方
から、その前の様子など事前の情報をもらっていると判断材料になる。 

＜生徒とのやり取りを通した状況把握や生徒理解、職員間の情報共有の大切さ＞ 
生徒が先生方に訴えてきた場合、「どうしたの？」「大丈夫？」などの声かけをしてあげると、安心して「もう１時間頑張ろ

う」という気持ちになれる場合が多い。また、精神的にしんどい生徒は、先生方が心配して保健室に見に来てくれることで安
心する。                           ＜「心配しているよ」メッセージを伝える声かけの大切さ＞ 

 

 

メンター長の岩本先生、リーダーの黒田先生、会の段取りや準備などありがとうございました。 
チームメンバーのみなさん、楽しかったです。これからの活躍も期待しています。 

講師をしていただいた先
生方、授業を参観させてい
ただいた先生方、ありがと
うございました。 



 


